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平成24年度の事業報告書

平成24年01月01日から平成24年12月31日まで
特定非営利活動法人大使館親善交流協会　　
Foreign Embassies Friendship Association　　
代表者氏名　　梅　北　　　司　　　印　　
　　　電話番号　　　０３-３７３５-１１６５　　
事業の成果
１．第15回　各国大使館員日本語スピーチコンテスト2012
●出場参加申し込み応募総数及び聴衆者

· 出場者は女性４人、男性８人の11カ国12人の参加を得ました。一人当りの持ち時間は3～5分以内で開催。聴衆者はホールを一杯になり、多くの立ち見席が出来ました。今年は19人の申し込みを得ていましたが、各国要人の来日や病気により、７名の方々が出場を辞退されました。今回はどうなる事かと心の振幅の高鳴りを静める事が出来ませんでした。アメリカ合衆国大使館員ニロディ・ロッシュニ女史の『忘れられた先駆者』というテーマで超計画的な日本全土を駆けめぐる素晴らしいスピーチをなされた事をきっかけに12名の方々の精鋭に満ちた素晴らしいスピーチが続き安堵の胸を撫ぜ下ろしました。スピーカーと会場が一緒になり見事な連携が醸し出され、第15回目の記念行事にふさわしい時間を作り出し最後まで熱気に包まれ、表彰式まで満杯の盛況でありました。別途DVDを是非ご傾聴頂ければ幸いに存じます。

●会場内救急医療対応

　☆川船和久、浅葉良孝の２名を警備救護要員として配置したが、出場者・聴衆者において救急医療を要請する必要は無く無事に大会を終了いた。

●大使館関係者への警備体制

　☆港区麻布区民センター・区民ホールの会場となった所轄警察署（警視庁麻布警察署警備課）に開催のお知らせをおこないました。当日、警視庁麻布警察署・岡　悠志警部補他1名、警視庁本富士警察署・小濱正文警部、神奈川県鶴見警察署・浅葉良孝警部補、神奈川県神奈川警察署・関根慎一郎警部補他1名の方々に警備担当いただきました事を深く感謝申し上げます。開催中会場内外において不審者や不審物もなく無事に大会運営を終了いたしました。

　☆外交官車両は駐車場計画に基づいて人員配置を行ったうえで所定の位置に誘導し、近隣住民からのクレームはなかった。

●審査委員長　堀　徹男氏談

　☆皆様、狭い会場で沢山の方々に一生懸命に聞いていただきました。本当に有難うございます。実を言いますと私はこの15回スピーチコンテストの審査委員長をやっています。今日ほど困ったことは無かったのです。というのは、皆さんがとても素晴らしいのです。全員に外務大臣賞ではない、総理大臣賞を出すぐらい、もう見事です。しかも日本人として恥ずかしい思いをしました。これだけの方が、日本語を一所懸命勉強されて日本の為に貢献されて下さった感動で胸がいっぱいです。今までの形式を変えて、成績は発表いたしますが、講評をするのは辞めます。受賞をされた方達に賞状を渡す人たちがそれぞれに考えた事、感想を持った事を講評としてお伝えていただきます。

全体の講評としては、ご来賓のベネズエラ・ボリバル共和国大使（セイコウ・ルイス・イシカワ・コバヤシ）閣下にお話しいただきます。なぜかと言いますと、日本人はこれは絶対に聞いていかなくてならない、お話をしてくださると思います。
☆ベネズエラ・ボリバル共和国大使（セイコウ・ルイス・イシカワ・コバヤシ）閣下

皆様おめでとうございます。今日は大変な審査の時間でした。皆さん全員がとても素晴らしかったのです。私は日本に着任して７年になりますが、今でも日本語の勉強を続けています。非常に日本語は難しいという事が解かります。その中で、それぞれの国の方々達が、こうやって一生懸命勉強をしているところを見て、どの位日本の文化に情熱を感じているかという事を拝見して、大変感動いたしました。

その中で、私が一言いいたい事は「日本の若い人たちにこの素晴らしいスピーチを聞いてもらいたい。そして日本の若者たちが、日本の文化に自信を持ち、その自信を通して、是非海外に行ってもっともっと日本のアッピル力をそそぐべきでは無いでしょうか。日本の若い皆さんが、日本語を一生懸命勉強するだけでなく、外国語の言葉をもっと勉強して、この世界の一人として、もっともっと貢献したいという気持ちを是非発揮していただきたいと思うのです」。
●外務大臣賞・杯

　☆カザフスタン共和国大使館員のMr. Batyrkhan Kurmanseit（クルマンセイト・バトルハン）氏が『嫌われても人に生きる力を』という題でスピーチされました。

　・米谷　光司　様（外務省広報文化交流部文化交流課長）

　　『嫌われても人に生きる力を』と言うことで、非常に淡々とお話されたのですが、その中にはカザフスタン共和国の歴史の中で、核実験が沢山あったとか、というお話の中にも日本人に対するメッセージが込められているのだろうと思います。

　　人に生きる力をということは、人にと言うだけではなくご自身みずからに言い聞かせていることであると思われます。これは、日本人に大変な事があってもしっかり頑張って生きていかなければならないという励ましの言葉を掛けていただいたと感激いたしました。

●文部科学大臣賞・杯、日本語検定委員会賞

　☆ハンガリー大使館のMs. Andrea  KALMAN（カールマン・アンドレア）女史が『言葉の壁は本当に高いのか？』という題でスピーチされました。

・早川　俊章　様（文化庁文化部国語課・課長）

　皆様お聞きのとおり会場と一体になった、会場を巻き込んだユウモア溢れるスピーチは素晴らしかったと思います。私も人前で話す事が多々ございますけれど、日本人としてコミュニケーションのあり方というものを考えさせられる大変良い時間になりました。メセナ、ヨー、ウィー、早速ハンガリー語をマスター出来たような気がいたしますが、たった５分のハンガリー語講座にしたテーマでしたけれど、ハンガリー語を学んでみたいなと思う気持ちにさせてくれたのもとても素晴らしい内容だったからだと思います。これからも引き続き日本語を勉強していただき活躍していただきたいとおもいます。

☆日本語検定委員会賞

・高瀬　真一　様（特定非営利活動法人日本語検定委員会・常務理事）

　日本人の日本語力及びコミュニケーション能力が随分低下してきているといわれます。ハンガリーのカールマン・アンドレアさんのスピーチを聞きまして、日本人に勝るとも劣らぬスピーチ力、日本語力、コミュニケーション力で圧倒されたというところであります。正確な日本語、正しい日本語と冒頭でもお話がありましたけれども、やはり基本をきちっと身に付けたルールでありますとか、豊富な言葉の意味、語彙ですね。こういったものを身に付けているからこそ、自分の思いというものが適格に伝わりそして、聴いている我々を感動させてくれたのではないかなと思っています。本当におめでとうございました。
●文化庁長官賞・杯

　☆アメリカ合衆国大使館　Ms. Roshni Nirody（ニロディ・ロッシュニ）女史が『忘れられた先駆者』という題で話された。
・早川　俊章　様（文化庁文化部国語課・課長）講評

　　皆さんお聴きになりましたように、一番バッターという一番緊張されたかと思いますけれど、全くメモを見ることもなくすらすらとスピーチをされた事が、本当に完璧だなー、英語の上手な日本人なのかなと思いました。『忘れられた先駆者』の足跡を訪ねて47都道府県を回る遠大な計画に敬服いたします。兵庫県で、汲み取り式便所に落ちたということが、づーうっと気がかりでしたので、何時かどうでしたかと聞いてみたいと思います。私たち日本人が忘れつつあった色々の思いというものを思い起こさせてくれました。たった５分のスピーチでしたけれど日本語というのは、あるいは言葉というのはこんなにも力があるものかと感じさせてくれる素晴らしいスピーチでした。これからも日本語を学び続けていただきたいとおもいます。

●奨励賞・杯

　☆メキシコ合衆国大使館　Mr. Luis Raul Curiel Ruiz（ルイス・ラウル・クリエル・ルイス）氏が『ドアが閉まります』という題で話されました。

　・原田　洋子　様（山口エレクトロニックス株式会社・専務取締役）

この大会の発起国の一員であるメキシコ合衆国大使館のクリエル・ルイスさんは連続13年の長きに渡り、各国大使館員日本語スピーチコンテストの牽引者としてご尽力いただきました。長年の日本滞在で、今年は、今年は、今年はと、20年の間帰国の辞令を待ちわびていらっしゃる気持ちが痛いように伝わってまいりました。日本に滞在するかぎりスピーチコンテストの牽引者としてご尽力いただきこの大会を発展させていただきたくお願い申し上げます。
●特別功労賞・カップ

　☆中華人民共和国大使館　Mr. Lv Zhi（呂　志　（ロ・シ））氏は『孤独死から思うこと』という題で話されました。
　・武田　純子　様（株式会社ヘレナモルフォインターナショナル・代表取締役）

　　文化が進み豊かな生活のなかで餓死という辛い家族の選択を経なくてはならなかった先進国と言われる日本の現実を見つめた話で、家族の絆を考えさせていただくような良いスピーチだったと思います。日本人の忘れかけていた素晴らしい心をもう一度蘇らせたいとそのように思わさせていただくようなおはなしだったと思います。

●審査委員特別賞・楯２人

　☆エル・サルバドル共和国大使館Ms. Maria Castellanos（カステジャノス・マリア）女史は『日本とエル・サルバドルを繋ぐ花「桜・マキリスアット」』という題で話されました。
・京　子・スペクター　様（㈱スペクター・コミュニケショ ンズ・代表取締役）

皆さんおめでとうございます。それぞれ第15回の記念大会ということでこんなにたくさん出場者いただき、また会場にもこんなにたくさん集まっていただきましてスピーチなさる方々に大きな励みになったとおもいます。今回私が選ばさせていただきましたエル・サルバドルのカステジャノス・マリア様です。お国の素晴らしいところの祖国の花マキリスアットを日本の桜にたとえまして自分の祖国と日本を比較なさいました、私たちもそうですが海外に行った時は祖国ということをすごく強く感じます。それを日本の花にたとえたということで皆さん感激しておりました。

　☆アルバニア共和国大使館Mr. Besar Dida（ベサリ・ディダ大使息子）氏は『異文化の英語』という題で話されました。

アルバニア大使息子のベサリ・ディダさんは、家族皆さんが日本が大好きで、家族皆さんで、日本語が流ちょうにお話出来て、日本の生活になじんでいるという事が言葉を通して良く分かりました。本当におめでとうございます。

●優秀賞・楯、本　５人

☆オーストラリア大使館　Mr. David Glass（デイヴィッド・グラス）様

『オーストラリアと日本 : 新しい世代と築く友情の絆 』
☆ニュージーランド大使館　Mr. Jarrod Clyne（ジャロッド・クライン）様

『困った時の友こそ真の友』
☆フランス共和国大使館　Mr. Jeremie PETIT（ジェレミ・プティ）様

『新ジャポニズム』
☆アメリカ合衆国大使館　Mr. Justin Davis（ジャスティン・ディビス）様

『外国人の愛国』
☆グルジア大使館　Ms. Gvantsa Barkaia（グヴァンツア・バルカイア）様

『日本の観光巡り』

　・審査委員長　堀　徹男　講評

　　おめでとうございます。先ほどベネズエラ・ボリバル共和国大使閣下がおっしゃった通りです。この５人の優秀賞受賞の人達のお話もなかなか素晴らしいです。この方々が外務大臣賞を頂いても当然だという事です。この順番を決めるのが大変だったのです。その苦労を解かって下さいよ。お願いしますよ。まあとにかく無事に第15回目の各国大使館員日本語スピーチコンテスト２０１２を終わりました。そしてこの素晴らしい人達が、なんとだらしのない日本人だ、日本人はもっと頑張らなくちゃいかんという言葉をかけていただきました。この人たちを見たら、よ～し頑張らなくちゃなーという気持にさせてくださいました。本当に長年審査委員をして幸せだったという気持ちがこみ上げてきました。本当に有難うございました。

「第15回　各国大使館員日本語スピーチコンテスト2012」出場者及び進行一覧表
（2012年3月30日締め切り14カ国19人==4月18日キャンセル7人最終11カ国12名）

スピーチ時間：5分以内1分交代/（受け付け順）
	番
	大使館名
	スピーカー名
	タイトル名

	１
	アメリカ合衆国大使館

13：30～13：35
	Ms. Roshni Nirody

ニロディ・ロッシュニ　様
	『忘れられた先駆者』

	２
	エル・サルバドル共和国大使館13：36～13：41
	Ms. Maria Castellanos

カステジャノス・マリア　様　
	日本とエル・サルバドルを繋ぐ花『桜・マキリスアット』

	３
	オーストラリア大使館

13：42～13：47
	Mr. David Glass

デイヴィッド・グラス　様
	『オーストラリアと日本 :
新しい世代と築く友情の絆 』

	４
	中華人民共和国大使館13：48～13：53
	Mr. Lv Zhi

呂　志　（ロ・シ）　様
	『孤独死から思うこと』

	５
	ニュージーランド大使館
13：54～14：59
	Mr. Jarrod Clyne

ジャロッド・クライン　様
	『困った時の友こそ真の友』

	６
	メキシコ合衆国大使館

14：00～14：05
	Mr. Luis Raul Curiel Ruiz

ルイス・ラウル・クリエル・ルイス　様
	『ドアが閉まります』

	
	14：06～14：18　　
	12分間の休憩
	

	７
	ハンガリー大使館

14：19～14：24
	Ms. Andrea  KALMAN

カールマン・アンドレア　様
	『言葉の壁は本当に高いのか？』

	８
	アルバニア共和国大使館
14：25～14：30
	Mr. Besar Dida

ベサリ・ディダ大使息子
	『異文化の英語』

	９
	フランス共和国大使館

14：31～14：36
	Mr. Jeremie PETIT

ジェレミ・プティ　様
	『新ジャポニズム』

	10
	アメリカ合衆国大使館
14：37～14：42
	Mr. Justin Davis

ジャスティン・ディビス　様
	『外国人の愛国』

	11
	グルジア大使館

14：43～14：48
	Ms. Gvantsa Barkaia

グヴァンツア・バルカイア　様
	 “Sightseeing around Japan"
『日本の観光巡り』

	12
	カザフスタン共和国大使館14：49～14：54
	Mr. Batyrkhan Kurmanseit

クルマンセイト・バトルハン　様
	『嫌われても人に生きる力を』

	
	14：55～15：07
	12分間の休息
	

	
	15：10～16：20

(各自3分以内)　　
	ふるさと自慢話　or　 Q&A

	
	16：30～17：30
	審査発表・表彰式・写真撮影

	緊

急

出

場

中

止
	・アルバニア共和国大使館

・コートジボアール大使館

・カナダ大使館

・カナダ大使館

・チェコ共和国大使館

・フランス共和国大使館

・フランス共和国大使館

2012年4月18日現在
	Mrs. Reko Did（レコ・ディダ 大使夫人）　政府要人来日
Mr. Esther N'Guessan（エステール・ウンゲツン様） 肺炎で入院
Mr. David Perdue（デイヴィッド・パデュー様）　大統領来日の為
Mr. Ｄｕｎｃａｎ　Ｗｒｉｇｈ（ダンカン・ライト様）　大統領来日の為
Mr. Petr Holy（ペトル・ホリー様）　政府要人来日
Mr. Mathieu Grialou（グリアル・マチュウ様）　ヘルニア緊急入院
Mr. Nicolas Julliand（ニコラ・ジュリアン様）　仕事の都合
政府要人来日や病気のため７名が出場中止となりました。


２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業
	事 業 名

(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	(A)当該事業の
実施日時
(B)当該事業の
実施場所

(C)従事者の人数
	(D)受益対象
者の範囲

(E)人数
	収支計算書の事業費の金額（単位：円）

	東日本大震災で中止
ウーマンズ・ディー

「各国大使館員による着物ショー」

サウジ・アラビア王国大使館


	日本の着物とサウジアラビアのファション・ショー

	(A)4月初旬
(B)サウジ・アラビア王国大使館ホール

(C)２００名予定

	(D)大使館員

　及び市民

(E)２００名
	大使館の都合で中止

	大使館員日本語スピーチコンテスト
	第15回　各国大使館員日本語スピーチコンテスト2011
	(A)4月22日(日)
(B)麻布区民センター
(C)３００名
	(D)聴衆者

(E)300名
	

	会場確保不能中止
大使館交流フットサル大会
	第18回

大使館対抗フットサル大会
	(A)11月17日

（土曜日）
(B)横浜市平沼記念体育館予定

(C)30名

	(D)大使館員

　及び市民

(E)250名
	横浜市平沼記念体育館確保出来ず
中止


（法第28条第1項関係「前事業年度の事業報告書」）

　

平成24年度その他の事業報告書

平成　24年01月01日から平成24年12月31日まで
特定非営利活動法人大使館親善交流協会　　　
Foreign Embassies Friendship Association　　　
代表者氏名　　梅　北　　　司　　　印　　　
　　　電話番号　　　０３-３７３５-１１６５　　　
(2)　その他の事業
	事 業 名
(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	(A)当該事業の実施日時

(B)当該事業の実施場所

(C)従事者の人数
	収支計算書の事業費の金額（単位：千円）

	なし
	
	(A)
(B)
(C)
	

	
	
	(A)
(B)
(C)
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